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２
０
２
１
年
４
月
現
在
、
今
こ
の
話
題
で
原
稿
を

頼
ま
れ
れ
ば
、
大
多
数
の
人
は
、
菅
義
偉
首
相
の
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）宣
言
の

話
題
か
ら
始
め
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
政
治

主
導
の
地
球
温
暖
化
対
策
問
題
へ
の
取
り
組
み
強
化

が
声
高
に
叫
ば
れ
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る
が
、
今
回

は
、
政
治
だ
け
が
動
い
て
い
た
以
前
と
は
雰
囲
気
が

異
な
る
。
Ｃ
Ｎ
に
取
り
組
ま
な
い
企
業
は
、
国
際
的

に
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
な
い
か
の
よ
う
な
空
気
が
欧
州

主
導
で
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本
企
業
も
取
り
組
み

意
欲
が
違
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
は
変
わ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
実
際
２
０
５
０
年
の
Ｃ
Ｎ
も
２
０
３
０
年

の
再
エ
ネ
大
量
導
入
も
、
生
半
可
な
こ
と
で
実
現
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
側

も
消
費
す
る
側
も
大
き
な
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、

家
庭
や
業
務
な
ど
の
民
生
部
門
で
、
何
が
要
求
さ
れ
、

何
が
実
現
で
き
る
の
か
、
本
稿
で
は
考
察
し
て
み
た
い
。

民
生
部
門
に
お
け
る
現
状
の
整
理

　

ま
ず
は
民
生
部
門
の
現
状
か
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

２
０
１
９
年
度
の
日
本
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、

１
１
０
８
百
万
ｔ
で
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
91
％
を
占
め
る
（
注
１
）。
こ
の
う
ち
業
務
そ
の
他
部
門

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
所
な
ど
）は
、
17
・
４
％
、

家
庭
部
門
は
14
・
４
％
を
占
め
る
。
運
輸
部
門
に
配
分

さ
れ
る
家
庭
の
自
家
用
車
の
占
め
る
割
合
が
５
・
６
％

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
広
義
の
意
味
で
業
務
・

家
庭
部
門
の
占
め
る
割
合
は
４
割
程
度
で
あ
る
。
２

０
１
１
〜
２
０
１
２
年
度
は
東
日
本
大
震
災
後
の
原

子
力
発
電
所
の
停
止
の
影
響
で
、
電
力
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
原
単
位
が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
民
生

部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も
増
加
し
た
が
、
省
エ
ネ
の

進
展
、
再
エ
ネ
の
増
加
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

に
よ
り
、
２
０
１
４
年
度
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
２
０
１
９
年
度
の
民
生
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
図

表
に
示
す
。
横
軸
が
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量（
電

力
、
電
力
以
外
（
注
２
））で
縦
軸
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
で
あ

る
。
こ
の
面
積
を
減
ら
す
こ
と
が
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
繋

が
る
。
業
務
の
方
が
家
庭
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
大

き
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
見
る
と
、
電
力
と
電

力
以
外
の
割
合
は
、
両
部
門
と
も
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
に
お
い
て
、
電
力
が
大
き
い
の

は
、
基
本
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

換
算
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算
な
ら

高
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
そ
し
て
大
き
く
下
げ
る
余
地
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ら
単
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
依
存
す
る
こ
と
の
不
安

か
ら
、
思
い
切
っ
た
電
化
シ
フ
ト
に
踏
み
込
め
な
い

で
い
る
。

　

問
題
は
、
電
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
基
本
建
物
の
新

築
や
改
修
の
時
期
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
一

度
選
択
さ
れ
た
熱
源
は
、
基
本
的
に
建
物
が
壊
さ
れ

る
ま
で
選
択
さ
れ
続
け
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
ロ
ッ
ク
イ
ン
と
い
う
。
現
状
の
戸
建
て
の
着
工
件

数
と
今
後
の
減
少
傾
向
か
ら
類
推
す
る
に
、
２
０
５

０
年
に
、
２
０
２
０
年
時
点
で
現
存
す
る
住
宅
の
７

〜
８
割
程
度
は
残
る
。
２
０
１
９
年
時
点
で
電
気
給

湯
機
の
採
用
率
が
２
割
強
（
注
３
）で
あ
る
た
め
、
２
０
５
０

年
時
点
の
全
戸
数
の
半
分
以
上
は
、
２
０
５
０
年
に

化
石
燃
料
を
使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
産
業
と
違

い
、
民
生
部
門
は
、
仕
様
的
に
は
全
熱
源
の
電
化
が

可
能
な
領
域
で
あ
る
。
Ｃ
Ｎ
を
目
指
す
な
ら
、
赤
を

減
ら
す
し
か
な
い
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
を
水
素
で
、

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
費
用
対
効

果
が
悪
い
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
本
稿
で
は
こ
の
あ

た
り
に
と
ど
め
た
い
。

⑶
再
エ
ネ
導
入

　

民
生
建
物
で
の
再
エ
ネ
導
入
は
、基
本
は
太
陽
光
発

電
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、あ
ま
り
導
入
が
進
ん
で
い

な
い
。
２
０
１
９
年
度
の
戸
建
て
住
宅
の
太
陽
光
発

電
認
定
容
量
は
、
新
築
が
約
８
万
件
、
既
築
が
約
６

万
件
で
あ
る（
２
０
１
９
年
新
築
戸
建
て
数
：
43
万

戸（
注
４
）（
注
５
）

）。
再
エ
ネ
電
源
主
力
化
へ
の
掛
け
声
は
大
き
い

が
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
。
非
住
宅
建
物

た
だ
し
、
電
化
さ
え
進
め
ば
、
電
力
に
関
し
て
は
原

単
位
改
善
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
は
削
減
で
き
る
の
で
、
費

用
対
効
果
の
良
い
省
エ
ネ
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。

コ
ス
ト
を
か
け
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ（
Ｈ
Ｐ
）給
湯
機
の

効
率
を
多
少
上
げ
る
よ
り
、
安
価
に
普
及
を
促
し
、

貯
湯
時
間
を
制
御
で
き
る
仕
組
み
を
実
装
す
る
こ
と

の
方
が
重
要
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、

省
エ
ネ
自
体
が
重
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
、

日
本
人
に
染
み
付
い
た
省
エ
ネ
第
一
主
義
か
ら
少
し

発
想
を
転
換
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
気
が
し
て
い
る
。

軀
体
性
能
の
向
上
の
た
め
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務

化
は
、
筆
者
と
し
て
も
実
現
し
て
ほ
し
い
政
策
だ
が
、

新
築
戸
建
て
住
宅
と
い
う
の
は
、
日
本
の
総
住
戸
数

の
１
％
に
も
満
た
な
い
量
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
世
帯
数
減
少
を
考
え
て
も
、
今
か
ら
新
築
だ
け
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
と
こ
ろ
で
量
的
に
は
大
き
く
稼

げ
な
い
、
と
い
っ
た
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
は
理
解
し

て
お
く
べ
き
だ
。

⑵
電
化

　

次
は
電
化
で
あ
り
、
実
は
こ
れ
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
図
表
の
赤
の
高
さ
は
、
０
に
は
で
き
な
い

が
、
再
エ
ネ
や
原
子
力
を
増
や
せ
ば
、
青
の
高
さ
は

限
り
な
く
０
に
近
づ
け
ら
れ
る
。
少
し
ず
つ
公
の
場

で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
政
策
的
に
加
速
さ
せ

る
よ
う
な
動
き
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
足
元
で
は
電

力
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
が
０
・
４
４
４
kg
／
kWh（
２

０
１
９
年
度
）と
ま
だ
高
く
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
面
か

が
あ
る
の
は
、
電
力
の
部
分
で
あ
る
。

　

こ
の
面
積
を
ど
う
減
ら
す
か
。
図
表
内
に
示
し
た

よ
う
に
、
特
に
民
生
部
門
で
で
き
る
対
応
を
考
え
れ

ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
⑴
省
エ
ネ
、
⑵
電
化
、

⑶
再
エ
ネ
導
入
、
⑷
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
Ｄ
Ｒ
）

で
あ
る
。

　

省
エ
ネ
で
横
軸
を
縮
め
、
電
化
で
電
力
以
外
の
需

要
を
減
ら
す
。
そ
し
て
再
エ
ネ
増
加
と
Ｄ
Ｒ
で
青
面

積
の
縦
軸
を
減
ら
す
。
Ｄ
Ｒ
で
な
ぜ
縦
軸
が
減
ら
せ

る
か
と
い
う
と
、
電
力
系
統
の
柔
軟
性
が
向
上
し
、

再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
順
番
に

考
え
た
い
。

民
生
部
門
で
で
き
る
対
応

⑴
省
エ
ネ

　

ま
ず
は
省
エ
ネ
で
あ
る
が
、
運
用
改
善
、
機
器
・

設
備
リ
プ
レ
ー
ス
、
躯
体
性
能
向
上
が
あ
る
。
軀
体

を
除
け
ば
、
民
生
建
物
の
省
エ
ネ
は
適
切
に
進
ん
で

お
り
、
大
き
な
削
減
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
政
策
的

に
省
エ
ネ
を
進
め
る
方
法
と
し
て
成
功
し
た
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
よ
り
、
一
般
的
な
家
電
は
省
エ
ネ

が
進
ん
で
お
り
そ
れ
ら
の
リ
プ
レ
ー
ス
と
、
安
価
に

な
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
さ
ら
な
る
浸
透
で
十
分
な
水
準
に

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
運
用
面
の

改
善
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る

Ｄ
Ｒ
と
セ
ッ
ト
で
深
堀
り
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
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の
で
は
な
く
、
も
っ
と
言
え
ば
、
民
生
部
門
の
建
物

だ
け
の
議
論
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。
建
物
単

体
で
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
そ
う
と
す
る
と
、
過
度
に
高
い

対
策
が
必
要
に
な
る
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
緩
和
技
術
や

政
策
の
全
体
を
俯
瞰
し
、
効
果
発
生
の
時
間
遅
れ
も

考
慮
し
つ
つ
、
費
用
対
効
果
が
良
い
オ
プ
シ
ョ
ン
か

ら
順
に
、
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
民
生
部
門
は
、
電
源
さ
え
ク
リ
ー
ン
に
な
れ

ば
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
技
術
も
必
要
な
く
、
電
化

に
よ
り
大
き
く
減
ら
せ
る
部
門
で
あ
る
、
と
い
う
当

た
り
前
だ
け
れ
ど
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
事
実
を
、

最
後
に
も
う
一
度
主
張
し
て
お
き
た
い
。
電
化
を
基

軸
に
、
Ｄ
Ｒ
へ
と
発
展
さ
せ
、
需
要
を
上
手
く
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
、
３
Ｅ
＋
Ｓ（
自
給
率
、
経
済
効

率
性
、
環
境
適
合
性
＋
安
全
性
）の
同
時
達
成
を
前

提
と
し
た
Ｃ
Ｎ
に
繋
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

へ
の
設
置
も
、
耐
荷
重
の
問
題
、
建
物
稼
働
状
況
か

ら
の
工
事
へ
の
制
約
な
ど
が
あ
り
、
２
０
１
９
年
度

時
点
で
約
８
０
０
０
件
と
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な

い（
注
４
）。

し
か
し
本
当
に
再
エ
ネ
主
力
化
を
目
指
す
な
ら
、

少
な
く
と
も
新
築
建
物
へ
の
設
置
は
義
務
化
す
る
く

ら
い
の
勢
い
が
な
け
れ
ば
、
青
の
縦
軸
は
減
ら
な
い
。

義
務
化
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
設
置
の
バ
リ
ア
を

一
つ
ず
つ
取
り
除
く
た
め
に
、
丁
寧
に
現
状
の
バ
リ

ア
を
把
握
し
、
ド
ラ
イ
バ
を
探
し
、
そ
こ
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。
新
築
か
否
か
、
戸
建
て
か
集
合
か
、

住
宅
か
業
務
用
建
物
か
、
業
務
用
な
ら
建
物
の
種
類

（
注
１
）�環
境
省
温
室
効
果
ガ
ス
排
出・吸
収
量
算
定
結
果（
２
０
１
９
年
度
）

https://w
w
w
.env.go.jp/earth/ondanka/ghg-m

rv/
em
issions/index.htm

l

（
注
２
）�総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
計（
２
０
１
９
年
度
）�

�
https://w

w
w
.enecho.m

eti.go.jp/statistics/total_energy/

（
注
３
）�家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
態
統
計
調
査（
２
０
１
９
年
度
）�

�
http://w

w
w
.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/katei�

CO
2tokei.htm

l

（
注
４
）�経
済
産
業
省
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
導
入
・
次
世
代
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
小
委
員
会
第
31
回
資
料（
２
０
２
１
年
４
月
７
日
）�

https://w
w
w
.m
eti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_

gas/saisei_kano/031.htm
l

（
注
５
）�脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
等
の
あ

り
方
検
討
会
第
１
回
国
交
省
資
料（
２
０
２
１
年
４
月
19
日
）��

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/jutakukentiku/house/

content/001400905.pdf

や
業
態
ご
と
に
、
さ
ら
に
言
え
ば
地
方
別
に
、
技
術

的
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
国
や
自
治
体
が
政
策
的
に

後
押
し
で
き
る
こ
と
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
情
報

提
供
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
。

需
要
家
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
第
三
者
モ
デ
ル

の
活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

⑷
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
Ｄ
Ｒ
）

　

最
後
が
Ｄ
Ｒ
で
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
給
湯
機
を
増
や
し
、

そ
れ
ら
を
、
太
陽
光
発
電
が
余
る
昼
間
に
貯
湯
す
る
。

電
気
自
動
車
を
増
や
し
、
走
行
し
て
い
な
い
間
、
晴

れ
た
昼
間
は
充
電
し
、
夕
方
以
降
の
ピ
ー
ク
を
削
減

す
る
よ
う
電
池
を
活
用
す
る
。
Ｄ
Ｒ
は
電
化

と
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
調
整
力
の

増
加
が
、
再
エ
ネ
の
出
力
抑
制
を
減
ら
し
、

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
が
可
能
な
電
力
系
統
運

用
に
寄
与
す
る
。
Ｄ
Ｒ
が
再
エ
ネ
の
導
入
増

加
に
間
接
的
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
る
。
問

題
は
そ
も
そ
も
電
気
自
動
車
な
ど
の
肝
心
の

リ
ソ
ー
ス
が
な
か
な
か
増
え
な
い
こ
と
、
あ

る
程
度
導
入
が
進
む
定
置
式
電
池
な
ど
で
も

外
部
か
ら
の
指
令
に
よ
り
最
適
な
調
整
が
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
ほ
ぼ
実
装
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
無
数
の
小
さ
い

リ
ソ
ー
ス
を
上
手
く
活
用
し
需
要
家
に
も
系

統
に
も
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
の
グ

リ
ッ
ド
コ
ー
ド
や
市
場
な
ど
の
制
度
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。

　

⑴
〜
⑷
の
全
て
の
政
策
は
、
独
立
し
た
も

省エネ

再エネ
DR

電化

最終エネルギー消費量（PJ）

■電力　■電力以外
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C
O
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排
出
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単
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図表　民生部門のCO2排出量と削減のための４つの方法

出所：環境省温室効果ガス排出量、総合エネルギー統計より筆者作成
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https://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg-mrv/emissions/index.html
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/total_energy/
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/kateiCO2tokei.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/031.html
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001400905.pdf



